
平成１０年度試験研究成果

区分 指導 題名 「かけはし」の腹白粒軽減対策

［要約］水稲品種「かけはし」は腹白粒の発生がみられ、品質低下の１要因となっていが、腹白

粒は㎡籾数３２～３４(千粒)の確保・適期収穫・落水時期の適正化により軽減することか可能で

ある。

キーワード かけはし 腹白 品質向上 県北農業研究所 やませ利用研究室

１．背景とねらい

水稲品種「かけはし」は、地域的に｢腹白｣を格付け理由とする落等がみられ、品質向上のため、腹

白粒の発生軽減対策が求められていた。平成６年からの試験結果及び平成１０年度に新たに実施した

試験結果から参考となりうる知見が得られた。

２．技術の内容

（１）㎡籾数３２千粒以上を確保することにより、腹白粒率を１０％以内にすることが可能である。

また、㎡籾数３２千粒以上を安定的に確保するため、栽植密度は２２．２株／㎡以上を確保する

（ ）。第１～４図

（２）腹白粒は出穂後日数(積算平均気温)が経過するほど発生が多くなるので、適期に収穫(積算

平均気温９５０～１０５０℃)を行う(第５図)。

（３）出穂後３０日より前の落水では、腹白粒の発生が多発する可能性が高いので、出穂３０日より

前の落水は行わない(第６図)。

３．指導上の留意事項

（１）㎡籾数の上限は、青未熟粒による落等回避のため生育診断基準値(３０～３４千粒)の上限値と

する。また、施肥量は地帯別施肥基準を遵守する。

（２）腹白粒の発生には登熟期間の気象要因及び乾燥方法も大きく関係していると考えらるれが、こ

れらについては未検討である。

４．技術の適応地帯

県中北部の｢かけはし｣作付け地帯

５．当該事項にかかる試験研究事項

[水田利用２]－３－（４）－ア－（イ）－ａ「かけはし」の栽培法
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７．試験成績の概要（具体的データ）

図 粒厚2.2mm以上比率と1.7mm千粒重第１図 粒厚2.2ｍｍ以上比率と腹白粒率 第２
(H6～H10旧県北分場･県北研究所,H9･10久慈市) (H6～H10旧県北分場･県北研究所,H9･10久慈市)

第３図 ㎡籾数と千粒重 第４図 栽植密度と㎡籾数・腹白粒率
(H6～H10旧県北分場･県北研究所,H9･10久慈市) (H10現地試験：久慈市大川目)

第５図 出穂後積算平均気温と腹白粒率 第６図 落水時期(出穂後日数)と腹白粒率
(H6～H8旧県北分場，H9･10県北研究所) （H10県北研究所、ポット試験の結果）

注）以上の数値はすべて水稲品種｢かけはし｣を用い、腹白粒は被害粒限界基準以下の軽微な粒も含む
値で表している。


